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での「対話術」のような実戦も行われ、「自分の

夢あるいは願望」を２人一組になって、話し合い

ました。なかなか自分の願望を人に話すことは無

いので、ちょっと気恥ずかしかったです。

　午後は、各分区に分かれ、社会奉仕、職業奉仕、

国際奉仕ごとにグループになり、各クラブの事業

報告や今後の取り組み等を話し合いました。５分

区は、先日このようなプログラムを行っていまし

たので、その後の分区ごとの発表も、結城の得能

さんにお願いし、スムーズに行って頂きました。

　その後、国際奉仕、職業奉仕委員会の活動報告

が行われ、職業奉仕につきましては、先日の５分

区のＩＭで新井さんが話していた内容とほぼ同じ

で、先日のＩＭの復習をしているみたいで、さら

に勉強になりました。

　今週の日曜日からは、次年度のＤＴＬＳが行わ

れ、笠倉体制がスタートいたします。新旧、色々

な事業が入ってきますので、担当の方々は、引き

続きご協力の程、よろしくお願いいたします。

以上、会長としてのご挨拶とさせていただきます。

◎４月５月６月プログラムの件　◎花見例会の件

◎ロータリー手帳の発注の件

◎26-27米山奨学生世話クラブ引き受けの件

◎グローバル補助金による奨学生申請の件

◎「この指とまれ」事業への参加の件

◎世話クラブ宛の依頼文書（米山奨学会）回答依頼

◎バギオだより第113号の受領

◎下館RAC３月例会について

◎ロータリー希望の風奨学金プロジェクト

　3/13NHK「おはよう日本」にて紹介される予定

前例会報告　第 3117 回　2026/3/4（水）

青 木　孝 夫 様（下館河川事務所所長）

　本日も、例会にご参加ありがとうございます。

　先日のＩＭ、お疲れ様でした。今回のＩＭは、「ク

ラブ自慢」、私が下館クラブの活動内容を説明さ

せて頂きましたが、時間が12分で、用意した原

稿の半分位しか説明できませんでした。もっとク

ラブの自慢をしたかったのですが、残念です。

　「さくら衛星クラブ」の紹介もさせて頂きまし

た。５分区の集まりの中で、衛星クラブのメンバー

を紹介する機会は、そうそうないと思いますので、

良かったと思います。時間が無く、濱野議長が色々

コメントを用意してきたのですが、顔写真のみの

紹介となってしまいました。他クラブのメンバー

に顔だけでも紹介できたので、次にお会いすると

きには、普通に会話が出来ると思います。

　先週の土曜日は、地区の「奉仕プロジェクト研

究会」が開催され、早瀬委員長と永井委員長にご

参加を頂きました。午前中、「ひやね　ゆきな」

さんの講演が行われました。

　「ひやねさん」は、昨年度までクラブ奉仕委員

会総括委員長をしていた水戸西ＲＣの星野幸子さ

んの姪っ子さんで、33歳にも関わらず、しっか

りとお話しされておりました。講演の内容は、ご

自身の仕事「地域貢献」についてで、地域おこしや、

人材育成などを通して、地元地域を活性化させて

いく手法やその取り組みなど、実例を挙げて説明

していただきました。後半は、「ラーニング形式」
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です。

鬼怒川緊急対策プロジェクト

■平成27年9月関東・東北豪雨で大きな被災を受

けた鬼怒川下流域。国、茨城県、鬼怒川下流部

の７つの市町が主体となって、ハード・ソフト

を一体化した緊急的な治水対策を行っていま

す。

【ハード対策】

　●決壊した堤防の本格的な復旧

　●高さや幅が足りない堤防の整備

　●洪水時の水位を下げるための河道掘削など

【ソフト対策】

　●豪雨時の行動を示した「タイムライン」の作

　成とそれに基づく訓練

　●地域住民等との共同点検

　●広域避難に関する仕組みづくりなど

　

　平成27年9月の再度災害防止を図るとともに、

施設の能力を上回る洪水等による氾濫が発生する

ことを前提として、社会全体でこれに備える「水
防災意識社会」の再構築を目指します。

　

★お祝い事
　　会員誕生　早瀬　浩一さん

▼堀江　　勤さん　下館河川事務所所長青木孝夫

様の来訪を記念して。いよいよ 26-27 年度が始

まります。ご協力をお願いします。

▼新井　和雄さん　下館河川事務所青木所長の卓

話を記念して。

▼早瀬　浩一さん　下館河川事務所長青木孝夫

様、卓話よろしくお願いします。

▼中里　泰久さん　青木孝夫下館河川事務所長よ

うこそ下館クラブへ！本日は卓話よろしくお願

いします。

▼萱津　拓也さん　下館河川事務所青木所長様、

貴重な卓話ありがとうございます。

▼鈴木　士裕さん　下館河川事務所所長青木孝夫

様、本日は卓話よろしくお願いいたします。

▼鈴木　健一さん　下館河川事務所所長青木孝夫

様、卓話よろしくお願いします。

本日の合計 11,000円　累計 341,600円

◎ガバナーノミニー・デジグネート確定宣言

◎4/4（土）開催　RAC第34回年次大会のご案内

◎水戸西ＲＣ例会場移転のお知らせ

◎25-26年度ＷＣＳ　日立＆下館ＲＣプレゼン資料

◎26-27年度クラブリーダーシップ・ラーニングセミナー

◎例会出席・奨学金受領確認書ご提出のお願い

関東・東北豪雨から10 年を迎えて

鬼怒川流域の概要

■鬼怒川は、栃木県と群馬県との県境近くの栃木

県日光市山中の鬼怒沼を水源とし、栃木県と茨

城県を流下し、茨城県守谷市で利根川に合流す

る幹川流路延長177km、流域面積1,761km2
の

一級河川です。

■中流部には、栃木県宇都宮市・小山市等の市街

地が広がり、JR東北新幹線、JR東北本線、JR水

戸線等が交差し、下流部の茨城県守谷市周辺は、

平成17年の「つくばエクスプレス」開業などに

伴い、首都圏都心部のベッドタウンとして、近

年、人口が増加しており、流域内人口は約55

万人となっています。

■主な支川：男鹿川、大谷川、西鬼怒川、江川、

田川

平成 27 年 9 月関東・東北豪雨　降雨の概要

■関東地方では、「線状降水帯」と呼ばれる積乱

雲が帯状に次々と発生する状況となり、長時間

にわたって強い雨が降り続き、鬼怒川流域では

記録的な大雨となりました。

■平成27年9月9～10日にかけて、五十里雨量

観測所（栃木県日光市）では、昭和50年の観測

開始以来、最多の24時間雨量551mmを記録す

るなど、各観測所で観測史上最多雨量を記録し

ました。

鬼怒川の被災状況（流下能力を上回る洪水による被災）

■流下能力を上回る洪水となり、7 カ所で溢水し、

常総市三坂町地先で決壊しました。（9月10日

12：50頃）※関東地方の国管理河川の決壊は、

昭和61年の利根川水系小貝川以来、29年ぶり
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卓話  青木孝夫下館河川事務所所長


